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３月議案内容（抜粋）

令和5年4月吉日

大府豊幸会

刈谷市宝町8丁目1番地

ＴＥＬ：0566（24）5848

明るく・元気で・生きがいがもてる・いいまち『大府』をつくる

※裏面に続く

・令和５年度当初予算

・大府市人権を尊重した誰一人取り残さないまちづくり推進条例の制定について

人権尊重に対する市としての基本的な考え方を市民と共有するとともに、市民と一体と

なって人権尊重の取組を推進することで、誰一人取り残さない、誰もが住み続けたい

まちの実現を目指して、条例を制定。

いつもお世話になっております。大府市議会議員の野北孝治です。

令和5年3月議会が2月24日～3月16日の21日間で開催され、令和5年度の

新年度予算が成立しました。

一般会計の予算額では、前年比4.7％増の361億円で、全会計の予算総額は、

前年比4.4％増の517億8,852万9千円でいずれも過去最大の規模となります。

審議内容として、市民球場整備をはじめ、新規事業も盛り込まれており、市民の

安心・安全に貢献できるか、満足度・サービスの向上に繋がる事業となっているか、

効率的で効果的な内容となっているかを民間企業出身の議員として確認いたしました。

3月議会での主な内容等をご報告させていただきます。

大府市議会議員

野北 孝治

５４才 現職１期

・大府市国民健康保険条例の一部改正について

健康保険法施行令の一部改正に伴う出産育児一時金の支給額の改定を行うため、条例を改正。

（内 容） ・出産育児一時金の支給額の引上げ 「４０万８千円」 → 「４８万８千円」

（施行期日）令和５年４月１日

・大府市営住宅の設置及び管理に関する条例等の一部改正について

市営住宅及び特定公共賃貸住宅の入居に際して、連帯保証人を不要とするため、条例を改正。

（施行期日）令和５年４月１日

・大府市消防団条例の一部改正について

消防団員の処遇改善のため、職務に従事した消防団員に支給する費用弁償について、

職務に応じた適切な支給額となるよう、条例を改正。

（内 容）・費用弁償の額の改正

１回につき２,０００円 → 災害又は警戒の場合 １日につき８,０００円

上記以外の職務の場合 １回につき２,０００円

（単位：億円）

会計名 本年度予算 前年度予算 伸び率

一般会計 361 344.8 4.7％

特別会計

（国民健康保険事業）

（後期高齢者医療事業）

90.8 88.4 2.7％

企業会計

（水道事業）

（下水道事業）

66.1 62.9 5.2%

合計 517.9 496.1 4.4％

（四捨五入のため、数字に誤差があります）



野北 孝治 相談室（大府工場内）

（直通） 0562-48-9570

（メール） ｎｏｇｉｔａ＠ｔｉｗｕ.or.jp

※裏面に続く

令和５年度予算の概要（抜粋）

その他、３月議会での議案等の審議結果については、大府市公式ウェブサイトに掲載しています。参照ください。

・大府市民球場の整備 （12億242万円）

令和6年4月からの本格的な供用開始に向け、観客席や防球ネット等の整備工事を実施。

・バイオリンの里、大府の実現に向けた取組の推進 （1,052万円）

スズキ・メソードとの共催でバイオリンコンサートを開催。鈴木政吉や鈴木バイオリン

の歴史を伝承するため、資料等を歴史民俗資料館に常設コーナーを設置。

・こども家庭センターの設置 （1億1,173万円）

子ども家庭総合支援拠点の機能を一体化。全ての妊産婦・子育て世帯・子どもの

包括的な相談支援拠点となる「こども家庭センター」を保険センター内に設置。

・子育て世帯に対する物価高騰支援 （8,593万円）

子ども達が食べる給食の質や量を確保するため、公立保育園や小中学校の給食に係る食材

費の高騰分を公費で負担する。私立保育園に対して食材費高騰分に係る費用を補助する。

・小学校水泳授業指導支援の全校展開 （3,841万円）

平成30年度から一部の小学校で試行導入してきた民間の水泳指導支援について、児童の泳力

向上や教員の負担軽減の成果を踏まえ、全小学校の全学年に拡大します。

・プラスチック資源の一括回収の実施 （9,433万円）

令和5年4月から容器包装プラスチックに加え、これまで燃やせるごみとして焼却処分して

いた製品プラスチックを同じ袋で回収する、「プラスチック資源の一括回収」を開始。

4/16（日）～４/22（土）の間、事務所を開設します。

場所は地図（下図）をご参照ください。

住所：中央町6丁目62－1

（トヨタレンタカー

大府駅前店裏）

【お知らせ】

※駐車場は市営駐車場をご利用ください。

・ヤングケアラー支援モデル事業の実施 （734万円）

「ヤングケアラー」と呼ばれる子ども達を支援するため、愛知県からの委託を受け、支援

コーディネーターの配置や相談窓口の設置等の事業を実施。今年度は新たに、住民向け

研修会や支援者向けガイドブックの作成・配布、当時者同士が交流できるサロンを開催。

・交通安全対策の推進 （1,113万円）

生活道路における交通安全対策を推進するため、知多半島内の自治体では

初めて、警察による最高速度30㎞/hの交通規制に加えてハンプやスムーズ

横断歩道等の物理的デバイスを設置する「ゾーン30プラス」を、北山地区

及び桃山地区の2地区に整備。


